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ま
え
が
き

「
イ
ス
ラ
ー
ム
映
画
祭
」
は
、
二
〇
一
五
年
の
一
二
月
に
始
ま
っ
た
。

二
〇
代
後
半
の
頃
に
、
沢
木
耕
太
郎
氏
の
名
著
『
深
夜
特
急
』
へ
の
憧
れ
か
ら
始
め
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
旅
で
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
と
い
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
が
主
要
な
宗
教
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
国
々
や
、

あ
る
い
は
か
つ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
の
名
残
を
残
す
イ
ン
ド
の
街
々
を
訪
ね
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
文
化
や
ム
ス
リ
ム
の
人
々

の
優
し
さ
に
魅
入
ら
れ
た
私
は
、
そ
の
旅
以
前
の
若
い
頃
か
ら
ア
ジ
ア
や
中
東
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
非
欧
米
圏
の
映

画
を
好
ん
で
見
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
か
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
や
地
域
の
映
画
に
焦
点
を
絞
っ
た
映
画
祭
を
開
い
て
み
た

い
と
、
開
催
の
数
年
前
か
ら
企
画
を
温
め
て
い
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
映
画
祭
は
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム

が
広
ま
っ
て
い
る
国
々
や
地
域
を
舞
台
に
し
た
映
画
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
描
い
た
映
画
を
集
め
た
映
画
祭
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
イ
ス
ラ
ー
ム
が
主
流
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
こ
に
暮
ら
す
の
は
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
だ
け
と
は

限
ら
な
い
の
で
、
映
画
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、
時
に
は
仏
教
徒
な
ど
、
様
々
な
宗
教
・

宗
派
に
属
す
る
人
々
が
登
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
〝
イ
ス
ラ
ー
ム
映
画
〟
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
定
義
づ
け
た
り
、
ま
し
て
や

国
や
地
域
に
よ
っ
て
色
と
り
ど
り
に
異
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
を
ひ
と
口
に
語
ろ
う
と
し
た
り
す
る
意
図
は
な
い
の
だ
が
、
企
画

当
初
は
「
多
様
な
イ
ス
ラ
ー
ム
を
ひ
と
括
り
に
し
て
い
る
」「
宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
誤
解
を
か
え
っ
て
招

き
か
ね
な
い
」
と
い
っ
た
批
判
も
少
な
か
ら
ず
受
け
た
。

し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
映
画
祭
で
上
映
す
る
映
画
を
ひ
と
た
び
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
い
か
に
イ
ス
ラ
ー
ム
が
世
界
中
に
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広
ま
っ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
そ
の
国
・
地
域
の
元
来
の
文
化
と
豊
か
に
結
び
つ
き
、
人
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
息
づ
い

て
い
る
か
が
わ
か
る
の
に
相
違
な
く
、
世
界
各
地
で
一
部
の
過
激
派
が
起
こ
す
事
件
の
報
道
と
と
も
に
伝
わ
っ
て
く
る
、
そ

れ
こ
そ
イ
ス
ラ
ー
ム
を
ひ
と
括
り
に
と
ら
え
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
ど
れ
だ
け
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
に
喧
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
映
画
に
よ
っ
て
は
テ
ー
マ
と
し
て
描
か
れ
る
他
宗
教
同
士
が
共
存
す
る
姿
は
、

と
か
く
「
排
斥
」「
分
断
」
と
い
う
言
葉
が
付
き
ま
と
う
宗
教
そ
の
も
の
に
対
す
る
偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
。

こ
の
た
び
開
催
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
映
画
祭
の
第
三
弾
に
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
た
本
書
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
解
説

書
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
文
化
が
根
づ
く
国
や
地
域
を
舞
台
に
し
た
映
画
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
今
回

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
歴
史
的
に
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
を
持
つ
地
域
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
暮
ら
す
ム
ス
リ

ム
の
人
々
を
描
い
た
映
画
も
多
く
取
り
入
れ
た
。

映
画
は
、
映
し
出
さ
れ
る
映
像
を
通
じ
て
、
自
国
に
い
な
が
ら
世
界
中
の
国
々
や
地
域
を
訪
ね
る
の
と
同
様
の
体
験
が
で

き
る
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
活
字
で
紹
介
さ
れ
る
映
画
を
通
じ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
々
を
め
ぐ
る
旅
行

記
を
読
む
よ
う
な
気
分
に
浸
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
作
り
手
と
し
て
望
外
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。
最
後
に
論
創
社
と
編
集
の

志
賀
信
夫
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

さ
あ
、
映
画
を
通
じ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
々
を
旅
す
る
よ
う
に—

—

。

�

イ
ス
ラ
ー
ム
映
画
祭
主
宰　

藤
本
高
之
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イ
ス
ラ
ー
ム
の
基
礎
知
識�

藤
本
高
之

イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
七
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
誕
生
し
た
一
神
教
で
あ

る
。
唯
一
絶
対
の
神
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
ア
ッ
ラ
ー
」）
を
信
仰
し
、
人
類
最
後
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
く
だ
さ
れ
た
啓
示

『
ク
ル
ア
ー
ン
』（
コ
ー
ラ
ン
）
を
啓
典
（
教
典
）
と
す
る
。
信
者
数
は
キ
リ
ス
ト
教
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
で
、
約
一
七
億
人

が
信
仰
し
て
い
る
。
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
る
範
囲
も
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
ま
で
か
な
り
広
い
。

「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
神
に
帰
依
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
、「
神
に
帰
依
す
る
者
」
を
同
じ
く
ア
ラ
ビ

ア
語
で
「
ム
ス
リ
ム
」
と
呼
ぶ
（
女
性
は
「
ム
ス
リ
マ
」）。

イ
ス
ラ
ー
ム
と
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係

一
神
教
は
世
界
に
数
あ
る
宗
教
の
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
三
つ
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。
唯

一
絶
対
の
神
を
信
じ
る
の
が
一
神
教
で
あ
り
、「
ア
ッ
ラ
ー
」「
ヤ
ハ
ウ
ェ
」「
ゴ
ッ
ド
」
は
呼
び
方
が
異
な
る
だ
け
で
同
じ

「
神
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
宗
教
は
同
じ
唯
一
神
を
信
仰
す
る
兄
弟
の
よ
う
な
関
係
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
預
言
者

（
神
の
言
葉
を
預
か
る
者
）
の
言
葉
を
聞
い
た
人
々
の
後
世
へ
の
伝
え
方
の
差
が
教
義
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
「
啓
典
の
民
」
と
呼
ぶ
。「
啓
典
の
民
」
と
は
「
神
の
啓
示

に
も
と
づ
い
て
信
仰
す
る
者
」
の
こ
と
で
、
つ
ま
り
ム
ス
リ
ム
も
同
じ
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
神
は
一
二
万
四
〇
〇

〇
人
も
の
預
言
者
を
通
じ
て
人
類
に
啓
示
を
与
え
て
き
た
と
さ
れ
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
は
そ
の
う
ち
の
二
五
人
が
登
場
す
る
。
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そ
し
て
そ
の
な
か
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
遣
わ
さ
れ
た
ム
ー
サ
ー
（
モ
ー
ゼ
）
や
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
遣
わ
さ
れ
た
イ
ー
サ
ー

（
キ
リ
ス
ト
）
も
登
場
す
る
。
そ
の
な
か
で
ム
ハ
ン
マ
ド
は
人
類
最
大
の
預
言
者
で
あ
り
、
神
の
言
葉
を
完
璧
に
伝
え
て
い

る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ム
ス
リ
ム
こ
そ
が
真
に
正
し
き
神
の
信
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
啓
典
の
民
」
と
ム
ス

リ
ム
は
も
と
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
敵
対
関
係
に
な
ら
な
い
限
り
共
存
し
う
る
と
い
う
の
が
本
来
の
姿
な
の
で
あ
る
。

信　

仰
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
の
基
礎
は
、「
六
信
五
行
」
と
呼
ば
れ
る
六
つ
の
対
象
と
五
つ
の
行
為
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

六　

信
神
：
全
知
全
能
の
万
物
の
創
造
主
。

天
使
：
神
と
人
間
の
中
間
的
存
在
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
ジ
ブ
リ
ー
ル
（
ガ
ブ
リ
エ
ル
）、
ミ
ー
カ
ー
イ
ー
ル
（
ミ
カ
エ
ル
）、

イ
ズ
ラ
ー
イ
ー
ル
（
ア
ズ
ラ
ー
イ
ー
ル
）、
イ
ス
ラ
ー
フ
ィ
ー
ル
が
四
大
天
使
と
さ
れ
る
。

啓
典
：
ム
ー
サ
ー
（
モ
ー
ゼ
）
に
く
だ
さ
れ
た
『
モ
ー
ゼ
五
書
』、
ダ
ー
ウ
ー
ド
（
ダ
ヴ
ィ
デ
）
に
く
だ
さ
れ
た
『
詩
編
』、

イ
ー
サ
ー
（
イ
エ
ス
）
に
く
だ
さ
れ
た
『
福
音
書
』、
ム
ハ
ン
マ
ド
に
く
だ
さ
れ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
四
つ
の
啓
典
。

預
言
者
：
ク
ル
ア
ー
ン
に
は
二
五
人
の
預
言
者
が
登
場
す
る
が
（
諸
説
あ
り
）、
こ
こ
で
は
主
に
、
ア
ー
ダ
ム
（
ア
ダ
ム
）、

ヌ
ー
フ
（
ノ
ア
）、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
）、
ム
ー
サ
ー
、
イ
ー
サ
ー
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
六
人
を
指
す
。

来
世
：
世
界
に
終
末
が
訪
れ
る
と
人
間
は
神
の
前
で
「
最
後
の
審
判
」
を
受
け
、
天
国
に
行
く
か
、
地
獄
に
行
く
か
が
決

め
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
が
火
葬
を
禁
じ
て
い
る
の
は
、
最
後
の
審
判
の
時
に
肉
体
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

定
命
：
す
べ
て
の
人
間
、
あ
る
い
は
万
物
の
運
命
は
神
の
意
思
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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五　

行
信
仰
告
白
（
シ
ャ
ハ
ー
ダ
）：
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
ラ
ー
・
イ
ラ
ー
ハ
・
イ
ッ
ラ
ッ
ラ
ー
（
ア
ッ
ラ
ー
の
ほ
か
に
神
は
な
し
）
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ラ
ス
ー
ル
ッ
ラ
ー
（
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
で
あ
る
）」
と
礼
拝
の
た
び
に
唱
え
る
こ
と
。

礼
拝
（
サ
ラ
ー
ト
）：
日
の
出
前
・
正
午
す
ぎ
・
日
没
前
・
日
没
後
・
就
寝
前
の
一
日
五
回
、
カ
ア
バ
神
殿
の
方
角
に
向

か
っ
て
祈
る
こ
と
。
礼
拝
前
に
身
を
清
め
る
こ
と
を
ウ
ド
ゥ
ー
と
い
う
。

喜
捨
（
ザ
カ
ー
ト
）：
貧
者
を
救
済
す
る
た
め
の
義
務
的
な
寄
付
の
こ
と
。
財
産
に
応
じ
て
課
せ
ら
れ
る
事
実
上
の
税
だ
が
、

人
間
の
財
産
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
た
め
、
本
来
は
自
身
を
浄
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
自
発
的
な

喜
捨
は
「
サ
ダ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
。

断
食
（
サ
ウ
ム
）：
ラ
マ
ダ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
）
第
九
月
の
約
一
カ
月
間
、
日
の
出
か
ら
日

没
ま
で
断
食
を
す
る
こ
と
。
喫
煙
や
性
交
渉
も
禁
止
。
噓
や
口
論
も
慎
み
、
貧
し
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
人
々
の
苦
し
み
に
想

い
を
馳
せ
忍
耐
力
や
自
制
心
を
養
う
。
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
行
為
で
あ
り
、
期
間
が
明
け
る
と
盛
大
に
祝
う
。

巡
礼
（
ハ
ッ
ジ
）：
聖
地
マ
ッ
カ
（
メ
ッ
カ
）
へ
の
巡
礼
を
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
第
一
二
月
の
八
日
か
ら
一
二
日
ま
で
の
五
日
間

で
行
う
こ
と
。
こ
の
期
間
以
外
に
行
う
巡
礼
は
「
ウ
ム
ラ
」
と
呼
ば
れ
ハ
ッ
ジ
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ム
ス
リ
ム
で
あ
れ
ば
身

体
的
、
経
済
的
に
可
能
で
あ
る
限
り
一
生
に
一
度
は
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

偶
像
崇
拝
の
禁
止

イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
偶
像
崇
拝
が
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
。
人
間
が
作
っ
た
も
の
を
崇
め
る
の
は
神
の
唯
一
性
を
汚
す
こ
と
に

つ
な
が
る
た
め
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
絵
画
や
彫
刻
で
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
預
言
者
の
姿
を
描
く
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
モ
ス
ク
（
礼
拝
所
）
に
は
寺
院
や
教
会
の
よ
う
に
、
内
部
に
聖
像
な
ど
偶
像
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
置
か
れ
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る
こ
と
は
い
っ
さ
い
な
い
。
ム
ス
リ
ム
は
た
だ
、
絨
毯
な
ど
が
敷
か
れ
た
空
間
で
、
カ
ア
バ
神
殿
の
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
マ
ッ
カ
の
方
角
（
キ
ブ
ラ
）
に
向
か
っ
て
祈
る
。
モ
ス
ク
内
部
の
マ
ッ
カ
方
面
の
壁
に
は
、
ミ
フ
ラ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
く

ぼ
み
が
あ
る
。

ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派

イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
、
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派
と
い
う
二
大
宗
派
が
あ
る
。
現
在
、
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
の
う
ち
の
約
九
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
ス
ン
ナ
派
に
属
し
て
い
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
（
五
七
〇
頃
〜
六
三
二
年
）
は
後
継
者
を
指
名
し
な
か
っ
た
た
め
、

死
後
、
合
議
に
よ
っ
て
カ
リ
フ
（
最
高
指
導
者
）
が
決
め
ら
れ
第
四
代
ま
で
続
い
た
（
正
統
カ
リ
フ
時
代
、
六
三
二
〜
六
六
一

年
）。
し
か
し
、
第
四
代
正
統
カ
リ
フ
の
ア
リ
ー
が
暗
殺
さ
れ
る
と
後
継
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
起
き
宗
派
分
裂
し
た
。

ス
ン
ナ
派
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
死
後
の
歴
代
カ
リ
フ
を
指
導
者
と
し
て
認
め
る
一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
（
ウ
ン
マ
）
の

団
結
と
合
意
形
成
を
重
ん
じ
る
。
そ
の
際
に
判
断
の
礎
と
す
る
の
が
、
ク
ル
ア
ー
ン
と
ム
ハ
ン
マ
ド
の
ス
ン
ナ
（
慣
行
・
範

例
）
で
あ
る
。
一
方
の
シ
ー
ア
派
は
、
第
四
代
カ
リ
フ
の
ア
リ
ー
と
そ
の
子
孫
の
み
が
ウ
ン
マ
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
と

す
る
。
そ
の
血
筋
に
は
超
常
的
な
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
し
、
最
高
指
導
者
を
ど
の
子
孫
が
受
け
継
い
だ
と
考
え
る
か
で
、

様
々
な
宗
派
に
分
か
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
主
に
今
の
イ
ラ
ン
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
広
ま
る
十
二
イ
マ
ー
ム
派
で
は
、
九

世
紀
に
姿
を
消
し
た
第
一
二
代
の
最
高
指
導
者
が
、
最
後
の
審
判
の
日
に
再
び
顕
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

不
在
の
間
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
が
代
理
を
務
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
九
年
の
革
命
後
の
イ
ラ
ン
で
、
ホ
メ
イ

ニ
な
ど
の
法
学
者
が
絶
大
な
権
力
を
持
っ
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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イ
ス
ラ
ー
ム
の
誕
生
と
世
界
へ
の
拡
大

イ
ス
ラ
ー
ム
は
西
暦
六
一
〇
年
頃
、
天
使
ジ
ブ
リ
ー
ル
か
ら
神
の
啓
示
を
授
か
り
、
預
言
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
ム

ハ
ン
マ
ド
が
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
マ
ッ
カ
で
偶
像
崇
拝
を
禁
じ
る
一
神
教
を
唱
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
多
神
教
を
信
じ
る

マ
ッ
カ
住
民
の
迫
害
を
受
け
た
ム
ハ
ン
マ
ド
は
六
二
二
年
、
今
の
マ
デ
ィ
ー
ナ
へ
と
拠
点
を
移
し
、
こ
の
地
に
彼
を
最
高
指

導
者
と
す
る
ウ
ン
マ
を
作
っ
た
。
こ
れ
を
ヒ
ジ
ュ
ラ
（
聖
遷
）
と
呼
び
、
こ
の
六
二
二
年
が
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
）

の
元
年
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ウ
ン
マ
を
拡
大
さ
せ
、
マ
ッ
カ
を
征
服
。
カ
ア
バ
神
殿
か
ら
偶
像
を
取

り
除
き
、
つ
い
に
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
統
一
す
る
ま
で
に
な
る
。
そ
し
て
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後
も
イ
ス
ラ
ー
ム
は
貿
易
な
ど

に
よ
っ
て
勢
力
の
拡
大
を
続
け
、
や
が
て
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
の
成
立
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

【
ウ
マ
イ
ヤ
朝
（
六
六
一
〜
七
五
〇
年
）】

ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後
、
ア
ラ
ブ
人
ム
ス
リ
ム
は
カ
リ
フ
の
も
と
で
サ
サ
ン
朝
を
滅
ぼ
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
（
東
ロ
ー
マ
帝

国
）
か
ら
シ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
を
奪
っ
て
征
服
地
を
拡
大
す
る
。
し
か
し
、
カ
リ
フ
位
を
め
ぐ
る
抗
争
の
結
果
、
第
四
代
カ

リ
フ
の
ア
リ
ー
が
暗
殺
さ
れ
、
政
敵
で
あ
っ
た
ウ
マ
イ
ヤ
家
の
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
が
カ
リ
フ
と
な
り
ダ
マ
ス
カ
ス
に
政
権
を
開

く
。
そ
れ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
史
上
最
初
の
王
朝
ウ
マ
イ
ヤ
朝
で
あ
る
。
そ
の
最
大
版
図
は
今
の
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
ス
ペ
イ
ン
ま

で
お
よ
ぶ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

【
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
（
七
五
〇
〜
一
五
一
七
年
）】

イ
ス
ラ
ー
ム
史
上
第
二
の
王
朝
で
あ
る
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
は
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
と
は
異
な
り
ア
ラ
ブ
人
で
な
く
と
も
ム
ス
リ
ム

で
あ
れ
ば
平
等
な
権
利
を
認
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
。
第
二
代
カ
リ
フ
の
マ
ン
ス
ー
ル
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
を

首
都
と
定
め
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
た
。
し
か
し
、
九
世
紀
後
半
か
ら
徐
々
に
弱
体
化
し
、
一
二
五
八
年
に
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モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
。
だ
が
、
カ
リ
フ
位
だ
け
は
一
五
一
八
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ス
ル
タ
ン
に
よ
っ

て
廃
位
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。

【
オ
ス
マ
ン
帝
国
（
一
二
九
九
〜
一
九
二
二
年
）
と
ム
ガ
ル
帝
国
（
一
五
二
六
〜
一
八
五
八
年
）】

自
国
の
衰
退
に
加
え
、
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
奪
還
を
目
指
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
圏
か
ら
の
十
字
軍
襲
来
や
、
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
の
侵
攻
な
ど
が
重
な
っ
て
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
が
滅
亡
す
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
多
く
の
王
朝
が
興
亡
を
繰
り
返

す
時
代
に
突
入
す
る
。
そ
の
な
か
で
近
代
ま
で
続
く
大
国
家
を
繁
栄
さ
せ
た
の
が
、
い
ず
れ
も
ト
ル
コ
系
の
オ
ス
マ
ン
帝
国

と
ム
ガ
ル
帝
国
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
「
啓
典
の
民
」
の
原
則
を
踏
襲
し
て
多
民
族
・
多
宗
教
国
家
を
実
現
し
、
ム
ガ

ル
帝
国
は
華
や
か
な
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
を
栄
え
さ
せ
た
。

●
ア
フ
リ
カ
：
北
ア
フ
リ
カ
に
は
早
く
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
が
広
ま
り
、
王
朝
も
多
数
生
ま
れ
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
進
出
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。
ま
た
西
ア
フ
リ
カ
で
一
三
世
紀
に
興
っ
た
マ
リ
帝
国
、
一
五

世
紀
に
興
っ
た
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
も
イ
ス
ラ
ー
ム
を
享
受
し
、
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
は
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
の
も
と
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
学

問
都
市
と
し
て
栄
え
た
。

●
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
：
中
央
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
に
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
が
拡
大
し
た
の
は
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
影
響
で
あ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
征
服
さ
れ
る
が
、
そ
の
統
治
下
で
ム
ス
リ
ム
は
優
遇
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
逆
に
広
ま
っ

た
。
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
は
今
も
イ
ス
ラ
ー
ム
が
主
流
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
い
く
つ
か
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王
朝
が
興
亡
し
た

が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
も
損
な
わ
れ
ず
、
経
済
や
文
化
面
で
ム
ガ
ル
帝
国
の
基
礎
を
作
っ
た
。

●
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
：
中
国
で
は
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
ム
ス
リ
ム
が
多
い
ほ
か
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
回
族
が

中
国
全
土
に
広
く
散
ら
ば
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
島
部
に
は
、
西
ア
ジ
ア
や

イ
ン
ド
の
商
人
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
が
も
た
ら
さ
れ
、
一
四
世
紀
末
頃
に
マ
ラ
ッ
カ
王
国
が
興
る
と
さ
ら
に
広
ま
っ
た
。
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